
■ 約６割（63.5％）の方が、うそ電話詐欺に

ついて「よく知っている」との回答でしたが、 

油断は禁物です。 
 
■ 本年は、特に 

警察官や百貨店の店員等を 
名乗って、キャッシュカード 
をだまし取る手口 

による被害が多発しています。 
被害に遭わないように注意しま 

しょう。 
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      （担当） 
生活安全企画課 

県 民 の 皆 様 へ 

◎「自分は騙されない」・「自分は大丈夫」と思っていませんか？ 

油断することなく、常に警戒心・危機感を持ちましょう。 

◎被害防止対策は万全ですか？ 

    「防犯機能付電話」や「留守番電話機能」を活用しましょう。 

身近なところから｢防犯力強化｣を！ 

～みんなで、声掛けあって、被害防止～ 

よく知っている

1174人, 63.5%

ある程度知っている

622人, 33.6%

あまり（全く）知らない

54人, 2.9%

Qうそ電話詐欺について（※無回答は除く）

対策あり

1727人

93.0%

特に心がけて

いることはない

130人、7.0%

Q被害防止対策について

■ 被害防止対策について、「特に心がけていることはない」との回答が1割未満（7.0％）でした。

■ 実施している対策は、「怪しい電話はすぐに切る」の回答が約６割(62.3%)で最も多く、「いつも 

留守番電話にしておく」との回答は、約２割(21.5%)でした。 

本年 8～9月に、高齢者の方を対象としたうそ電話詐欺に関するアンケートを実施しました。 

結果は次のとおりでした。 

アンケートにご回答いただいた 1,857 人の皆様、ご協力いただきありがとうございました。 

※「その他」は、防犯機能付電話の利用、家族に相談など 


